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魚介類中の PCB 濃度について，暫定的規制値が設けられているため，三重県は県内で

流通する生鮮魚類の検査を行っている．本報告では，三重県内で流通する生鮮魚類の近

年の PCB 検出傾向を明らかとするため，2004 年度から 2024 年度に得た 34 魚種 79 検体

の試料における PCB 検査結果を取りまとめ，考察を行った． 

魚種毎の PCB 濃度は，34 魚種 79 検体でいずれも暫定的規制値以下であり，34 魚種中

25 魚種が検出限界値（0.01ppm）未満であった．また，2004 年度から 2024 年度までの生

鮮魚類の PCB 濃度の平均値は，全ての年度で 0.01ppm 以下であり，1970 年代の平均値と

比べ著しく低下していた．調査の結果，三重県産生鮮魚類における PCB 濃度は，少なく

とも 2004 年度以降は検出限界値（0.01ppm）付近で維持しており，三重県においては，

暫定的規制値を超過する魚類が水揚げおよび流通する可能性は低く，一般的な食生活の

中での魚食を通じた PCB による健康被害の発生の懸念は少ないと考えられた． 

 

キーワード：PCB，魚類，化審法，伊勢湾，熊野灘 

 

緒 言 

PCBは，化学的に合成された有機塩素化合物の

一つであり，不燃性 1），高絶縁性 2），可塑性 3）な

どの優れた物性を有する．このため，我が国では

1954 年に工業生産が開始され 4），熱媒体，絶縁油，

塗料，可塑剤などの工業用途に幅広く使用された
5）．しかしながら，PCBは 1966 年頃から環境汚染

物質として認識され始め 6），我が国では油症事件
7）による人体への有害性の報告を契機とし，1972

年より行政指導により製造が中止され，1974年に

制定された「化学物質の審査及び製造等の規制に

関する法律（化審法）」により第 1種特定化学物質

に指定されたことで，製造・輸入・使用が禁じら

れた．難分解性の PCB は現在も環境中に残存して

おり 8～10），食物連鎖により魚介類に蓄積すること 

 

が知られていることから 11～13），暫定的規制値とし

て遠洋沖合魚介類（可食部）で 0.5ppm，内海内湾

（内水面を含む）魚介類（可食部）で 3ppm の値

が設定されている 14）．環境省によると，魚類中の

PCB濃度の平均値は，ここ 5 年間は 0.01ppm程度

と低濃度で維持されているが，三重県沿岸は環境

省のモニタリング調査の対象海域となっていない
15）．三重県は，三重県産生鮮魚類の PCB検査を実

施しており，取りまとめ結果を報告している 16～

19）．当報告では，三重県保健環境研究所が食品衛

生法に基づき検査を行った 2004 年度から 2024年

度までの結果について検討したところ，三重県内

で流通する三重県産生鮮魚類の PCB 検出傾向に

ついて若干の知見を得たので，報告する． 
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材料と方法 

１．試 料 

2020年度を除き，2004年度から 2024年度に

三重県内の販売施設または沿海漁業協同組合か

ら，食品衛生法に基づく収去により入手した

34魚種 79検体（表 1）の可食部を試料とし

た．これら試料は，全て伊勢湾または熊野灘で

漁獲され流通した収去検体である．各年度につ

いて，検体は概ね 4検体とし，これらをもって

年度の比較を行った．ただし，PCB濃度の平

均値の推移（図 1）については，1973年度から

1977年度に伊勢湾または熊野灘で漁獲された

28魚種 144検体の結果 16～19）と比較し，考察

を行った． 

 

２．PCB検査法 

PCB検査は，公定法 14）に記載されている方

法 20）に準じて行った．PCB の分析計について

は，2016年度以前は（株）島津製作所製 ECD-

GC9Aを，2017年度以降は（株）島津製作所

製 ECD-GC2014を使用した．表 1の PCB濃度

の測定値について，検出限界値（0.01ppm）未

満の場合は，n. d.で表記した．平均値および標

準偏差については，測定値が n. d.である検体

は，0ppmとして計算し，ppm表示における小

数点以下 4桁を四捨五入して算出した．最大値

について，1検体のみの場合は，それぞれ表 1

に表記しなかった．図 1の平均値の算出にあた

り，PCB 濃度の検出限界値（0.01ppm）未満の

検体は，0ppmとして計算した． 

 

結果および考察 

１．各魚種における PCB濃度 

各魚種における PCB 濃度の分析結果を，検体

数の多い魚種の順に表 1に示した． 

全ての魚種において，PCBは暫定的規制値以

下の結果であり，34 魚種中 25 魚種が検出限界

値（0.01ppm）未満であったことから，三重県産

生鮮魚類の PCB濃度について，現行の検査法の

検出限界値（0.01ppm）付近に既に低下してお

り，近年は低濃度で維持されていると考えられ

る． 

２．PCB濃度の平均値の推移 

PCB濃度の平均値の推移について，2004年度

から 2024年度の 34魚種 79検体に加え，既報 16

～19）にて年度別の結果報告のあった 1973年度か

ら 1977年度までの結果（計 28魚種 144検体）

も図１に示した． 

本調査の中で，最も PCB濃度の平均値が高い

年度は，1973年度（1.13ppm）であったが，2004

年度から 2024 年度までは，全ての年度で

0.01ppm 以下であった．環境省が行っている調

査 15）でも，魚類中の PCB濃度の平均値は 2004

年度より全ての年度において 0.015ppm 以下で

推移している．また，三重県産生鮮魚類も同様

の傾向を示していることから，三重県産生鮮魚

類中の PCB 濃度の平均値については，今後も環

境省の PCB モニタリング結果と同傾向を示す

と推察される．前述の各魚種における PCB濃度

の分析結果と合わせると，三重県産生鮮魚類に

おける PCB 濃度は，少なくとも 2004 年度以降

は検出限界値（0.01ppm）付近で維持されている

と考えられる． 

以上の結果および環境省の調査結果から，三

重県において，暫定的規制値を超過する魚類が

水揚げおよび流通する可能性は低く，一般的な

食生活の中での魚食を通じた PCB による健康

被害の発生の懸念は少ないと考えられる． 

 

まとめ 

本研究で得られた知見は，以下の通り整理す

ることができる． 

・県下において，伊勢湾または熊野灘で漁獲さ

れた 34魚種 79検体は，暫定的規制値を超過し

ていなかった． 

・表 1に示す 34魚種のうち 25魚種は，検出限

界値（0.01ppm）未満の PCB 濃度であった． 

 ・2004年度から 2024年度の 20年間で県内で漁

獲された生鮮魚類における PCB 濃度の平均値

は，1970年代と比較し，著しく低下していた． 

 ・三重県産生鮮魚類における PCB濃度の平均値

は，少なくとも 2004 年度以降は検出限界値

（0.01ppm）付近で維持されていると考えられ

た． 

・三重県において，PCBの暫定的規制値を超過 

する魚類が水揚げおよび流通する可能性は低

く，一般的な食生活の中での魚食を通じた PCB

による健康被害の発生の懸念は少ないと考えら

れる． 
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表１ 各魚種における PCB 濃度 

魚類 学名 検体数 
PCB（ppm） 

平均値±標準偏差 最大値 

クロダイ Acanthopagrus schlegelii 11 n. d. - 

サバ類 mackerels 9 0.002 ± 0.007 0.02 

マアジ Trachurus japonicus 8 0.017 ± 0.021 0.01 

メジナ Girella punctata 4 n. d. - 

カレイ類 flounders 3 0.010 ± 0.010 0.02 

シイラ Coryphaena hippurus 3 n. d. - 

マダイ Pagrus major 3 n. d. - 

ウルメイワシ Etrumeus micropus 3 n. d. - 

トビウオ類 Exocoetidae 3 n. d. - 

マイワシ Sardinops melanostictus 2 0.010 ± 0.014 0.02 

ハモ Muraenesox cinereus 2 0.005 ± 0.007 0.01 

ヘダイ Rhabdosargus sarba 2 0.005 ± 0.007 0.01 

ブリ（ハマチ） Seriola quinqueradiata 2 0.005 ± 0.007 0.01 

マルアジ Decapterus maruadsi 2 n. d. - 

クロムツ Scombrops gilberti 2 n. d. - 

コノシロ Konosirus punctatus 2 n. d. - 

キアンコウ Lophius litulon 1 0.010 - 

マハタ Hyporthodus septemfasciatus 1 n. d. - 

マトウダイ Zeus faber 1 n. d. - 

アマダイ類 Branchiostegus spp 1 n. d. - 

マゴチ Platycephalus sp.2 1 n. d. - 

アカシタビラメ Cynoglossus joyneri 1 n. d. - 

ウミタナゴ Ditrema temmincki temmincki 1 n. d. - 

マンボウ Mola mola 1 n. d. - 

カワハギ Stephanolepis cirrhifer 1 n. d. - 

スズキ Lateolabrax japonicus 1 n. d. - 

ウスバハギ Aluterus monoceros 1 n. d. - 

ヒラソウダ Auxis thazard thazard 1 n. d. - 

イサキ Parapristipoma trilineatum 1 n. d. - 

アカカマス Sphyraena pinguis 1 n. d. - 

シロギス Sillago japonica 1 n. d. - 

シロサバフグ Lagocephalus spadiceus 1 n. d. - 

ボラ Mugil cephalus 1 n. d. - 

ニザダイ Prionurus scalprum 1 0.010 - 

全体 79 0.002 ± 0.005 0.02 
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本研究の限界 

本研究は，伊勢湾または熊野灘に生息する全て

の魚種について，網羅したものではない． 
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